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5 月２７日(日) 午前１

0 時～１２時、201２年度

（第 2４回）の通常総会が、

ＣＳ神戸事務所にて開催さ

れました。出席者は、足立 

勝、今田忠、金芳外城雄、 

国枝哲男、小室邦夫、立田英雄、當間克男、中村厚子、

長谷川京子、松下忠義、坂本登、中村順子の各正会員

でした。（書面による出席は、荒巻順一、岡本仁宏の各

正会員）。審議の結果、以下の全ての議案が可決・承認さ

れました。 
 
 

【決議事項】 
 

１．2011 年度活動報告および収支決算報告・ 
監査報告の件 

本年度は「地域にやさしいＣＳ神戸」の実現に向け、３

本の１５周年記念事業（事務所移転による地域のプラット

ホームづくり・居場所である「寄り合いステーション」の

設置・ＣＢファームへの助成）を実施するとともに、「新し

い公共支援事業」として3 事業を新規に受託しました。ま

た中間支援組織の役割である情報の可視化につながる「神

戸市内ＮＰＯ活動実態調査事業」・「コミュニティビジネス

事例集の作成」・「市民活動を応援するマッチングサイト（つ

なごう神戸）の立上げ」にも取り組みました。東日本大震

災では寄付の他、現地応援や阪神間の県外避難者への支援

を行うとともに、さわやか福祉財団と連携し岩手県大槌町

での定期的な復興サポートを開始しました。さらに内部の

組織運営に関しては、次世代づくりに着手するとともに、

新しい取り組みとしてスタッフが講師となった「ミニサロ

ン講座」を開催しました。 

総収入は１億９7０万円、収支差額は１３０万円のプラ

スとなり、監事より、5 月 15 日に監査を行った結果、適

切に処理されていることを確認した旨の報告がなされまし

た。 
 

2012 年度 第 14 期（第 24 回） 

通常総会を開催 

２．2012年度活動方針および収支予算の件 

既存事業のうち 3 事業（ふるさとコミュニティビ

ジネス創出支援・求人開拓・神戸市内ＮＰＯ活動実態

調査）が終了となり、新規事業として現時点では、

神戸市内ＮＰＯ認証支援事業（神戸市より受託）と、

ハンズオン・インターシップ事業（自主事業）の 2

つがスタートしています。総予算は６７5０万円を

計画しています。 
 

３．定款変更の件 

法令の改正に伴う変更や、現状に合わなくなった

箇所の見直しに加えて、「目的」（ミッション）を以

下の通り変更します。 

 

 

 

 

 
 

４．役員変更の件 

末村祐子理事が退任され、新たに佐藤友美子氏（公

益財団法人サントリー文化財団 上席研究フェロー）

が理事として就任されました。 
※石川両一理事は、2012年2月8日夜、急性心筋梗塞のた
めご逝去されました（享年 63 歳）。それに伴い、2 月 8
日付で退任となりました。 

 
 

2012 年度活動方針について 

新しいミッションの浸透とともに、これまで進め

てきた「社会貢献の可視化」を一段と加速させます。 
  

・認定ＮＰＯ法人の取得 

6 月に申請書を提出し、速やかな取得を目指します。 
 

・新規自主事業への取組み 

研修事業を柱に、これまで培ってきたノウハウを地域

に還元していきます。特に市民活動に関する意識の啓

発と、活動の実践を橋渡しするフォーラム等を通じた

仕組みづくりに取組みます。 
 

・賛助会員のさらなる獲得 

認定ＮＰＯの必須条件である「賛助会員（寄付者・

一口 3000 円以上）を 100 人以上」を基本に、150

人獲得を目指して、役員・スタッフが一丸となって行

動します。 

 

自立と共生を目指し、より良い社会のために主体

的に活動する人々をサポートするとともに、自

らの活動を通じて、誰もが尊重され支えあう地

域社会の実現に寄与する。 

 



 

 

 

 
  
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 
  

２ 

・内部体制の強化とスタッフの成長 

会議のあり方を機能的かつ実務的な体制に改め、企画立案の場と連絡調整等の情報共有化を行う場を分離します。ま

た業務は従来どおり各スタッフが分担・協力して行いながら、事務長への報告・連絡・相談を中心とした運営体制づ

くりを進めます。スタッフは外部の勉強会等で知識を吸収するとともに、自らも講座を開催することでファン

作りに努め、独自のネットワーク広げて情報収集のためのアンテナを高くします。 
 

2011 年度決算報告 
（2011/4/1～2012/3/31） 

＜収入 109,672 千円＞ 

Ⅰ 助成金・補助金 （2％） 

Ⅱ 会費・寄付金  （3％） 

Ⅲ 自主事業    （6％） 

Ⅳ 受託事業    （89％） 

Ⅴ その他         （0％） 

Ⅰ 支援事業     （5％） 

Ⅱ 直轄事業     （2％） 

Ⅲ 自主事業     （1％） 

Ⅳ 受託事業    （78%） 

Ⅴ 一般管理費  （14%） 

) 

<支出 108,386 千円＞ 

2012年度 第１回理事会を開催 

総会に先立ち、5 月 27 日(日) 午前 9 時 15 分～10 時、ＣＳ神戸事務所にて、今年度の第１回理事会が

開催されました。足立勝、金芳外城雄、中村厚子、坂本登、中村順子の各理事が出席しました。総会に提

案する諸議案を審議し承認を行い、決議事項は議案どおり総会へ提案されました。また監事の松下忠義氏に

も陪席をいただきました。（岡本） 
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総会・理事会レポート 
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 ５月２９日、三菱重工業(株)神戸造船所の地域貢献活動ご担当２人をお迎えし、就労に必要なコミュニ

ケーションスキルの向上を目的とする体験型の長期研修事業「ハンズオン・インターンシップ」のキック

オフを行いました。インターン（研修生）は３名で、事業の趣旨に賛同いただいたメンター（助言者）が

支援をしながら、販売業務の研修を行います。週２回、一日４時間の研修を通して各人の課題に向き合い、

来年 3 月の進路決定を目指す、新しい事業です。 

現在の就労を取り巻く環境は、雇用情勢の悪化や労働市場の劣化、職種の変化等、様々な課題を抱えて

います。一方、雇用側は、高いコミュニケーション能力を求める傾向がますます強くなっています。ワラ

ビーには、コミュニケーションがうまくいかないことで、意欲があってもなかなか就業まで至らない、ま

たは、就職ができても継続して働くことができないなどの相談者が多数おられます。ワラビー相談で、就

労のために大切なことは理解してもらえても、行動面のサポートまでは難しいのが現実です。一方、ハロ

ーワーク等が行う一般的な職業訓練では、テクニカルなスキル習得が中心で、コミュニケーション能力ま

では培えません。そのため、少人数制で、一人ひとりの個性や特徴に合わせた対応を行う長期の体験型研

修の必要性を感じていました。 

そこで、神戸造船所のご理解のもと、この「ハンズオン・インターンシップ」研修事業にご支援をいただき、実施することになりま

した。多くの方々のご協力を仰ぎながら、６月５日（火）ＣＳ神戸のエントランスエリアで販売実習をスタートすることができました。

販売するものは、ＣＳ神戸が受託販売を行っている東灘区内の障がい者作業所の手作り商品。お店の名前は「ショップ かけはし」。

作っていただいた方と買っていただく方の「かけ橋」になりたいと願いをこめてインターンが命名しました。販売は毎週、火曜と金曜。

丹波野菜の販売日にあわせて行います。販売業務は全員初めての経験です。商品の在庫管理から、レイアウト、販売、売上計算までひ

ととおりの仕事をこなすなかで、人間関係の基本となるコミュニケーション能力を磨く場にしたいと思います。皆様のご支援とご協力

をどうぞよろしくお願いいたします。（瀬光） 

 

 
 

神戸市より、NPO 法人の設立認証や定款変更等の手続きに関する相談を行う「神戸市 NPO 法人認証相談窓口」事業を受託する運

びとなりました。これまでの設立や運営の相談を受けてきたノウハウを活かし、以下の基本方針のもと、相談業務を行っていきます。 

・相談者の夢・計画の実現を最大の目的として、想いに寄り添いながら、あらゆる知識・スキル・ネットワークなどをフルに提供す

ること。 

・書類作成に関するアドバ

イスや確認・助言にとど

まることなく、NPO 法

人としての基盤整備や事

業体制の構築を早期に成

し遂げ、組織として自立

できることを視野におい

た相談を行うこと。 

・活動や事業体制に応じ、

NPO 法人以外の法人格

との比較・検討の情報提

供も行うこと。 
 

NPO 法改正に伴い、ま

すます NPO が躍動しやす

い環境整備が進められて

きました。そして同時に、

NPO 側にもしっかりとし

た運営が求められていま

す。様々なご相談に最適な

形で対応できるよう、スタ

ッフ一同、頑張っていきた

いと思います。（狩野） 

ハンズオン・インターンシップ ～就業支援のための、ＣＳ神戸初の取組みです ～ 

プロジェクト・レポート 

ＮＰＯ設立相談窓口神戸東 ～ ４月より、神戸市内のＮＰＯの所轄庁は、神戸市となりました ～ 

今年度より、新しい事業がスタートします！！ 

「ショップかけはし」 

３ 



 

 

 

 
  

 

鳩山元首相の肝入りで始まった新しい公共支援事業。行政やその関連団体だけでなく、ＮＰＯなど新たな市民の担い手

による公共サービスを支援する取組みが 2011 年度から２年間実施されています。ＣＳ神戸は昨年度３事業を受託しま

したが、その活動成果と新たな企画内容が認められ、2012 年度も継続することになりました。行政からの支援は今年度

で終了しますが、２年間の活動でいろいろな資源づくり（知識、ノウハウ、ネットワークなど）を行い、来年度につなが

るものにしていきたいと思っています。（飛田、岡本） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2012 年度 新しい公共支援事業 

（兵庫県地域づくり活動支援事業） 
～ ３事業とも継続が決定しました ～ 

応募枠 スーパーNPO育成事業 NPO等人材育成事業 地域づくり活動支援市町村モデル事業 

事業名 ①NPOマネジメントスクール ②プロボノ活動推進事業 
③神戸「しみん活動」ﾏｯﾁﾝｸﾞｼｽﾃﾑ 

｢つなごう神戸｣（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの開設） 

金額 3,000,000円（2012年度） 1,000,000円（2012年度） 734,320円（2012年度） 

期間 2012年4月～2013年3月 2012年4月～2013年3月 2012年4月～2012年7月 

目的 

団体の経営分析手法および支援

ツールを習得することで、中間支

援組織スタッフのスキルアップを

狙います。 

ﾌﾟﾛﾎﾞﾉとは、勤労者が仕事で培った専

門スキル活かして行う、新しいﾀｲﾌﾟの

社会貢献ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱで、その啓発と人

材育成を行います。 

しみん活動に関する様々な情報を一

元的に受発信するﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを開設

し、情報ｺｽﾄを削減することで、地域貢

献活動の活性化を図ります。 

2011年度

実施事項 

CS神戸の研修ノウハウを活かし、

講座形式のマネジメントコースと

個別支援を行うコンサルティング

コースを行いました。あしやNPO

センター、篠山市民プラザにもご

協力いただき、SWOT分析、BSC

をツールとしたマネジメントスキル

の普及に努めました。 

企業の方やＮＰＯ関係者、専門資格

者など34名にご参加いただき、2月４

日に公開講座を開催、ＮＰＯ法人ｻｰﾋﾞ

ｽｸﾞﾗﾝﾄ嵯峨氏によるﾌﾟﾛﾎﾞﾉの説明と

事例紹介を行いました。続いて2月18

日より４日間の入門講座を実施し、3つ

のＮＰＯ法人の課題を取り上げて、ﾜｰ

ｸｼｮｯﾌﾟ形式での学習を行いました。 

ＮＰＯ、ＩＴ企業、大学、社会福祉協議

会、神戸市で構成する運営委員会で

の検討を経て、３月１日「つなごう神

戸」を立ち上げました。ＮＰＯ等の団

体と、それらに参加・協力・利用し

たい市民や企業、団体との橋渡しを

行い、また助成金や行政からの情報

も発信しています。 

2012年度

実施計画 

今年度は新たに阪神NPOセンタ

ー、北播磨市民活動支援センタ

ーの両団体にご協力いただき、

昨年度と同様のスキームで実施

します。また2年間の集大成とし

て、講義資料、ケーススタディテ

キスト、映像、フォーマット等をま

とめてオリジナル支援キットを作

成する予定です。 

2つのﾃｰﾏで、ＮＰＯに対する実際のﾌﾟ

ﾛﾎﾞﾉ活動を行う計画です。事務局を含

めた3～5名程度のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで行い、3

～5ヶ月間で具体的な成果物を完成さ

せるとともに、次年度に向けた実施ｽｷ

ｰﾑを作る予定です。またそれらの活動

結果をご報告するﾌｫーﾗﾑを開催し、

さらなる認知促進を行いたいと思って

います。 

2月末にはプレスリリースを行いました

が、ホームページの認知・利用促進の

ため、1300通のﾀﾞｲﾚｸﾄﾒｰﾙ、電話・ﾒｰ

ﾙによる声かけ、運営委員の人的ﾈｯﾄﾜ

ｰｸの活用、ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ・ﾂｨｯﾀｰというＩＴ

ﾂｰﾙの利用、事務局による代行入力

など、いろいろなｱﾌﾟﾛｰﾁを行います。

また企業との連携を模索していく予定

です。 

 

プロボノ（課題に対して、何ができ
るか、を話し合う講座参加者） 

つなごう神戸のトップペーシﾞ 

グループワークの様子 

全員そろっての集合写真！ 

ＮＰＯマネジメントスクールの活動写真 

プロジェクト・レポート 
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初年度は、丹波市氷上町常楽に設立した丹波事務所を拠点に、丹波市・篠山市において、行政・地域団体・ＮＰＯ等、出来る

だけ多くの人たちを訪問しました。コミュニティビジネス（CB）創出支援事業の説明をし、ネットワークづくりに奔走するこ

とで基盤整備に注力した 1 年でした。流通を担った「光カーゴ・サービス」との連携、小売店の開拓、有機栽培生産農家との

パイプづくり、農産物コーディネーター養成、「城南地区まちづくり協議会」の学童保育関係 NPO 法人設立支援、農家民宿「花

ひろ」の開設サポートなど、幅広く活動を行いました。 

 

 

 

２年目は、丹波市で活動している(有)ウッズの能口秀一さんの支援を受け、「木材コーディネーター」養成に力を入れました。

木材加工中心の家具づくりとか、森林資源の利活用をミッションとして掲げ、インターン生は間伐材利用の体験、運搬、製材の

実習を受けたり、山の所有者と消費者をつなぐ中間加工の重要性を勉強しました。そして「和工房」「便利工房Ｋ」「かしわ工房」

「きのき」等の団体の起業支援を通じて、木材コーディネーター４名が巣立ちました。また、レストラン経営者への販売・流通

のサポートや、空き家の調査事業、都会から

の移住者のお手伝い、耕作放棄地の有効利用

など様々な活動に取り組み、丹波市でのネッ

トワークづくりが進みました。 
 

 

 
 
３年目は、事務所の拠点を丹波市から篠山

市南新町に移し、篠山市における生産者農家

との連携を強化しました。獲れたての新鮮な

野菜を週に２回神戸で販売できる仕組みを作

り、生産・流通・販売を一手に引き受ける 6

次産業の第一歩を踏み出すことができました。

篠山市春日町では、地の物・旬の物・本物の

食材を活かしたシンプルな料理を提供し、食

の大切さ・問題などを共に学ぶことのできる

素食レストラン「三心五観」の開設をサポー

トしました。また農家さんから農地を借り受

け、自らが農産物の生産活動を実施できる体

制（「ＣＢファーム」）を築きました。 

 

この３年間でたんば地域（丹波市・篠山市）

と阪神間をつなぐ太いネットワークを作るこ

とができました。今後は、ふるさと CB 創出

支援事業に関わった仲間全員で「つなごう丹

波」を結成して自立的な活動を展開していく

予定です、。丹波市春日町に新たに事務所を構

えて、農業・林業体験研修、ボランティアの

受入れ、NPO・CB への支援、田舎暮らし・

空き家探し相談、退職後のセカンドライフの

応援、農・林・食・健康をキーワードとした

各種研修・ワークショップの開催等に取組ん

でいきたい思っています。丹波（たんば）地

域は、私たちの第二の故郷（ふるさと）です。

（国枝） 

ふるさとコミュニティビジネス創出支援事業 ～2009 年度－2011 年度の３年を振り返って～ 

1 年目（2009 年度） 

２年目（2010 年度）

３年目（201１年度） 

なお、一番学んだことは何よりも「健康」で
あり、今後1年間は、肉体と心の充電期間に
したいと思っています。 

当事業は兵庫県からの受託事業で、2012年３月をもって終
了しました。いろいろとご協力頂き有難うございました。
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ＮＰＯ以外の団体との連携に、新たに取組んでいます 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
数年前に兵庫県社会福祉協議会の委託を受けて実態調査研究を実施しましたが、今回はそれを踏まえて、企業とＮ

ＰＯが連携して地域貢献を行う場合、どういった協働の形があるのか、その具体的なメニュー作りを目的としていま

す。企業とＮＰＯが各々持つ各種資源（資金・人材・場所・提供製品やサービス･ノウハウ・情報等々）がどのように

組み合わされば活動につながるのか、

その可能性を探索します。調査はこの

ような地域貢献活動に取組んでいる企

業を２０社程度訪問し、ヒアリング形

式で実施する計画です。兵庫県立大学

経済学部教授の當間克雄氏にもご参加

頂き、外部のボランティア３名の協力

の下に行います。今期は調査活動がメ

インですが、次年度以降はこの結果を

受けたパイロット事業を行い、企業と

の協働にあたっての基本スキーム作り

を最終目標としています。（岡本） 
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～ 地域貢献に関する企業の現状と課題の把握～ 
ＮＰＯとの協働に向けた調査事業 

（兵庫県自治学会補助事業） 

企
業 

大
学 

2010 年度からはじまった兵庫県立大学との協働プロジェクト「全県キャンパス事業」。大学とＮＰＯが共に協力

し合い、地域で学生を育てる仕組みを構築するとともに、学生のアイデアや行動力を地域の課題解決に役立てようと

いうコンセプトです。2011 年度は、県立大のキャンパス所在地である姫路と学園都市で実験的なプロジェクトを

行いました。まず姫路では、ＮＰＯ法人コムサロン 21 にご協力いただき、9 つのＮＰＯのプロモーションビデオを、   

また学園都市では、パンを販売している小規模作業所で手作りポップの作成を行いました。研究所のある豊岡市でも

地元の団体と学生の合同ワークショップを行い、県立大と豊岡との関わり方に

ついて、コウノトリ米の販路拡大など、様々なアイデアを出し合いました。 

 2012 年度は、全県キャンパス事業を継続し発展させるとともに、地元で

ある東灘区でもＮＰＯと大学との関係作りに着手します。ＣＳ神戸が事務局を

つとめる区内ＮＰＯ法人の連絡会「東灘ＮＰＯフォーラム」を中心に、甲南大

学、甲南女子大学、神戸国際大学との意見交換会をはじめ、事例発表や交流会

を通じて、新たな可能性を探っていきたいと思います。（飛田） 

ＮＰＯと大学との連携プロジェクト 
～兵庫県立大学・全県キャンパス事業と 

         東灘区内における大学連携の取り組み～ 

豊岡でのワークショップの様子 

 2009 年度からはじまった「ソーシャルアクション支援プログラム」。（公財）神戸いきいき勤労財団との協働で主に

シニア層を対象とした地域貢献プログラムに取り組んできました。座学・体験・実務を総括的に学んでいただけるコー

スで、3 年間で述べ 120 名以上が受講しました。プログラムの中で個別相談を行い、受講生の細かなニーズの把握と

サポートにより、地域の居場所運営や農業に携わる 3 つの団体が新たに立ち上がりました。また修了生同士のネットワ

ークツールとして年３回「いきいき便り」を発行し、交流や情報交換を行っています。 

                     今年度はプログラムを新たにし、「社会貢献塾」として 6 月 20 日から

スタートとします。前期の座学は従来どおりですが、後期には視察ツアー

や体験型地域調査が加わるなど、エッセンスを凝縮した短期集中型となっ

ています。また秋に開催予定の「コミュニティビジネス実践講座」と連携

しており、起業したい人やＣＢについて更に深めたい人には続けて受講い

ただける仕組みになっています。今年度は、どんな出逢いがあるのか楽し

みです。詳しい実施内容については、また紙面上でご報告します。（飛田） 

社会貢献塾 ～ ソーシャルアクション支援プログラムⅡ ～ 

最終日の公開講座（ゲストは落合恵子さん） 

プロジェクト・レポート 



 

 

   

 

 

あの大震災から 1 年 2 か月が経とうというのに、復興の槌音は未だ聞こえてきません。 

5 月末に、さわやか福祉財団が支援する東北 10 地域の一つ大槌町、この住民 60 名とともに宿泊研修会を行い、昨年制

定された復興基本計画の再確認と目指すべきまちづくりのビジョンを話し合いました。復興基本計画に住民の理解と納得

が得られていない現状では、いざ実施に踏み切った後の混乱が予想されるからです。①歩いていける範囲で生活サービス

が調達できるコンパクトシティ ②最後まで自宅で暮らせる町 ③こどもがいきいきし、

助け合いやふれあいのある町、このようなまちのビジョンを共有しながら、「どこに戻っ

てどのように住みたいのか」について、計画されている居住ゾーン中心に議論しました。

「流された地区も居住区になっているが怖くて住みたくない」「仕方がないが高層の建物

で、下が商業スペース・上を住宅に」「高台に向けて放射線状に避難経路を」など 100

近い提案が出され、皆でまちの大きな地図に落とし込みました。これらは、堀田力氏（さ

わやか福祉財団理事長）らと町長に提言すると同時に、秋に向けて現地

での様々なフォーラムを通じて復興事業計画に盛り込まれるよう取り

計らいます。ここ一番精力的に支援活動を強めてまいります。（中村） 

 

 
 

ワラビーで働き始めて 4 カ月。生きサポ設立の発端が阪神淡路大震災にあること、生きが

いのある働き方を望む方々の起業・就業支援として設立され 12 年の歴史があることを知り、

あらためてワラビーの一員として働くことの意味と責任の大きさを感じる毎日です。 

働きだして間もないころ、朝礼の最中に、「たった今、職場をやめてきたばかり！」と顔を

紅潮させた男性が飛び込んで来られました。お話しを伺い、いくつか仕事を紹介しながら１カ

月、彼が望んでいた条件のお仕事が決まりました。「ありがとう！」と、再び朝一番で飛び込

んでこられたその方の輝く笑顔に、人の役に立つことの喜びを実感しました。 

相談者の笑顔をみる時、「ありがとう」の一言をもらう時、煎じ詰めれば「働く」ということは、人が幸せになること

のお手伝いをすること、そして、それを通して自分自身が幸せになること、そのような思いを持ちます。いくつになっ

ても人は可能性に向けて、歩み続けようとする存在だそうです。一人で仕事を探すことは誰でも大変です。相談者の方

が、自分らしさをみつけて一歩踏み出すことができるよう心をこめてお手伝いしたいと思います。 

 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自動ドア！？ バリアフリー？？ なんと広々した事務所！！」。久しぶりに CS 神戸を

訪れると、その快適さとあまりの発展ぶりに驚くことばかりでした。急な階段、麻雀台が似合

いそうなフロア、廊下で六甲山景を見ることで疲れた眼を休めていた移転前の事務所を懐かし

く思います。私は以前、主に会計業務を中心に、CS 神戸のお仕事を手伝っていました。 

当時の私は、仕事の基本である事務処理は拙く、会計・経理作業はちんぷんかんぷん。また

地域に貢献するという意義もあまりわかっておらず、唯一できるのは PC 業務だけ。頭でっか

ちのお堅い、まるでお地蔵さんみたいでした。それでも、いつも元気溢れる CS 神戸のスタッ

フの皆さんは、嫌な顔をせずに、懇切丁寧に説明を何度もしてくれ、時には厳しく、時にはお

酒と共に、指導をしてくださいました。そのうちに徐々にですが、お役に立てるようになって

いったように思います。 

その際、次世代に考え方・技術を伝承する素晴らしさを説いていただいたことを、今でも鮮明に覚えています。そ

のことが、私も地域の方々に、子ども達に何かを伝えていきたいと思うようになるキッカケだったような気がします。 

その後、私は CS 神戸の仕事から離れて大学へ編入学を行い、今春無事に小学校教員免許を取得することができま

した。4 月からは兵庫県内の小学校で、教壇に立つ予定です。己の未熟さにより、当時のスタッフの方々へ恩返しを

することがあまりできませんでした。CS 神戸で学んだ、柔軟な思考や行動力、協働の精神を子ども達や地域の方々

に伝え、次世代に送っていきたいと思います。CS 神戸との出会いが、今の私の原点であり、新しい扉を開く力を与

えてくれました。 

新スタッフ紹介 
瀬光 浩子（せみつ ひろこ） 

―生きがいしごとサポートセンター神戸東 相談員― 

新天地で活躍する元スタッフ 以前、ＣＳ神戸のスタッフとして会計を担当していた佐々木圭さん（34 歳）。教員

免許取得のため、2008 年度末に退職されましたが、この度採用試験に合格され

たとのことで、メッセージを寄せていただきました。以下にご紹介します。 ― 佐々木圭さん ― 

東日本大震災支援活動 ～ 東北被災地支援 「大槌町に一刻も早く復興の槌音を」～  

プロジェクト・レポート 
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大槌町での支援活動 
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 編 集 後 記  
いろいろな新しい事業や取組みが始まりました。最初は小さ

な活動かもしれませんが、少しずつ育てながら範囲を広げて

行きたいと思います。常に何か新しい試みをしている、失敗

することもあるかもしれませんが、そんな活力のあるＮＰＯ

でありたいものです（Ｏ） 

2012 年度の会員継続をお願いいたします！  
市民活動を共に支えて下さる賛助会員（個人・団体）の方々を募

集しております。 

【会  費】個人会員  ３，０００円／年、団体会員  １０，０００円／年 

【振込先】名義 ＮＰＯ法人コミュニティ・サポートセンター神戸  

郵便振替 00950-2-144205 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

 

セカンドライフ準備セミナー 
 
退職後のライフプランとして、これまでとは異なった 

新たな働き方や生きがいを探ってみませんか？ 第２

ステージで起業された方、ボランティア活動で活躍さ

れている方などの実践者のお話や実際に現場を廻るミ

ニ視察など、１日で楽しみながら、たっぷりと地域活

動の現状に浸れます。ご参加、お待ちしています！ 

 

日 時：2012 年７月２５日（水）10:00～1６:00 

場 所：ビュータワー住吉館ギャラリー 

（ＣＳ神戸事務所西隣） 

内 容：①地域での新しい働き方 

    ②実践者からの報告 

・ おもしろ起業のすすめ 

・ やってみたボランティア 

    ③ミニ視察ツアー 

受講料：５００円（昼食代） 

＊ 昼食は、震災時の炊き出しグループ

からスタートした配食サービスのお

弁当をいただきます。 

 申込先：兵庫県シルバー人材センター協会 

      ＦＡＸ：０７８－３７１－８０１６ 

      Ｅメール：shidoh-3@hyogo-silver.jp 

 

会費・寄付・寄贈をいただき、 

誠にありがとうございました 
 
（期間 12 年 1/18～12 年 5/31、いずれも順不同・敬称略） 

※トータルケアシステムは別枠で取扱っています。 
 
【会費】 松下忠義、岡田進、小竹吉明、定明久美子、藤久保幸輝、藤

本傑士、土井孝浩、檜垣 忠、兵頭修也、平野久美、上念省

三、朝山日出夫、立田英雄、中村順子、橋口文博、あたふたク

ッキング、星野裕志、西谷真弓、大西佐知子、ヒューマンスキル

研究所、當間克雄、足立 勝、中村厚子、長谷川京子、小室邦

夫、今田 忠、国枝哲男、檜谷実、ＮＰＯ法人ジンジャークラブ、

大野利恵、大草美代子、長澤まり、宮崎太喜夫 
 

【寄付】 菅 祥明、新庄達也、中村順子、国枝哲男、藤久保幸輝、村上義

弘、小林清隆、狩野仁未、石川久佐代、大草美代子、長澤まり 
 
 

■東日本大震災への募金・寄付について■ 
震災関連の募金につきましては、原則として募金箱に入金いただ

く形式にさせていただいており、お名前の掲載はしておりません。

ご了承のほどよろしくお願いいたします。 

 
 
 

2011 年度から新しい公共支援事業として実施しているＮ

ＰＯのマネジメントを学ぶ講座です。ＳＷＯＴ分析やバラ

ンス・スコア・カードなど、ＮＰＯ版にアレンジした経営ツ

ールを学びます。神戸、伊丹、北播磨で開催しますの

で、ぜひご参加ください！詳細はＣＳ神戸まで♪ 

 

夏休み、楽しくつくる親子木工教室 

夏休みの思い出作りや宿題に！ 

日 時：2012 年 8 月 26 日（日） 

10 時 30 分、13 時 30 分の 2 回開催 

会 場：神戸市立東灘区民センター小ホール  

講 師：「都市と農村をむすぶ会」の木材ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

の方々 

参加費：700 円（材料費含む） 

定 員：先着 40 組         

 

木について学び、木を使

った小物を親子で一緒に

作ります。引き出しやコー

ナーラック、本立てを、金

づちを使って組み立てま

す。金づちの使い方も学

べます。 

申込み：神戸市立東灘区民センター小ホール 

〒 658-0083  神 戸 市 東 灘 区 魚 崎 中 町 4-3-16 

TEL 078-453-0151  / FAX 078-451-5840 

地域貢献がキーワードの 

第２ステージをのぞいてみませんか？ 

ＮＰＯマネジメントスクール 

本校・サテライト校 参加者募集！ 

＜神戸本校＞ 

日時：2012 年 9 月 30 日（日）、10 月 12 日（金） 計 2 日 

会場：神戸市内 

対象：中間支援組織などで相談・支援業務に携わっている

役員およびスタッフ 

費用：4,000 円    定員：20 名 

 
＜北播磨サテライト校＞ 

日時：2012 年 10 月 27 日（土） 9：30～17：00 

会場：北播磨市民活動支援センター うるおい交流館エクラ 
 

＜阪神北サテライト校＞ 

日時：2012 年 11 月 4 日（日）9：30～17：00 

会場：伊丹市内 
 

対象：サービス実務に携わるＮＰＯの役員およびスタッフ 

費用：2,500 円    定員：各サテライト 12 名 

 


